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A-03

谷どい

※

※

軒どい

たてとい

外とい（外気に接するとい）

※

※

※

鋳鉄製

硬質塩化ビニル製（角形）

硬質塩化ビニル管（VP)

材　　　　　質

（カラー）巾150mm

（カラー）径　75mm

　そ　の　他

○

○

○

○亜鉛めっき鋼板

（前高）　巾120mm

φ125(ストレーナー共)ルーフドレン等

○

たてとい及び横走り管

とい受け金物

防露巻き

内とい（ＶＰ管は使用しない）

SGP

材　　　　　質

 径　75mm

※Ｆ☆☆☆☆

　そ　の　他

※

※

※ 改修標仕表3.8.4による

○

亜鉛めっき鋼板

とい受け金物

(ただし、特定フロンを含まないものとする。)

章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章 項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

３

土

・

鉄

筋

・

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

（２）

8 骨材

アルカリシリカ反応性による区分 ※ Ａ（無害） ○

○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ※砂利(JIS A5308),砕石(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ粗骨材

○ 再生骨材H

細骨材 ※砂(JIS A5308),砕砂(JIS A5005) ○ 高炉ｽﾗｸﾞ ○ 電気炉酸化ｽﾗｸﾞ

○ 銅ｽﾗｸﾞ ○ ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ

○ 再生骨材H

9 混和材料

セメントの類別7 ※

○

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ

高炉セメントのＢ種

混和剤 ※

混和材 ※

10 ※

予想平均気温

普通

 8以上

 8未満

南部地域（京都市(一部を除く)、旧八木町、旧園部町以南の市町村）

北部地域（宮津市、旧加悦町以北の市町）

早強

 5以上

 5未満

　(℃)

３

N/㎜２

６

N/㎜２

補正値

南部地域 中部地域 北部地域

 0以上  0以上

中部地域（上記以外の市町、旧美山町及び旧京北町含む）

  3/11～  7/20 

  9/1 ～ 10/31

  3/11～  7/10

  9/1 ～ 11/5   9/11～ 11/15

 11/ 1～ 3/10 11/ 6～ 3/10 11/16～ 3/5

期　　　間　　　（打　設　日）

構造体強度補正値 気温による構造体強度補正値（Ｓ）

  3/6 ～  6/30

コンクリートの

試験

※ フレッシュコンクリートの試験  

軽量コンクリート

種別

施工箇所

○ １種 ※ ２種

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車の

過積載防止対策等 提出するとともに、検査時に提示しなければならない。また、ミキサー車１台毎の

積載量が把握できる集計表を検査時に提出しなければならない。

受注者は、出荷伝票等を整理・保管し、監督職員の請求があった場合は、遅滞なく

※

地　　域 日平均気温が25度を超える期間（打設日） 補 正 値

北　部　地　域 ７月１１日～８月３１日

中　部　地　域 ７月２１日～８月３１日

南　部　地　域 ７月 １ 日～９月１０日

暑中における構造体強度補正値（Ｓ）

※ ６Ｎ/㎜2

○ ３Ｎ/㎜2

※

（寒中コンクリート）による。

寒中コンクリート

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1) （適用箇所　　　　　　　　　　　　）

○

○

シリカセメント

フライアッシュセメントのＢ種（施工箇所 ）

鉄筋コンクリート用防錆剤(JIS A 6025)防錆剤 ※

○ コンクリート用シリカフューム(JIS A 6207)

○ コンクリート用高炉スラグ微粉末(JIS A 6206)

○ コンクリート用膨張材(JIS A 6202)

(6.3.2)

(表6.3.2)

(6.9.2)

～(6.9.5)

11

(S）

○ 省略する

(6.10.1)

12

t/m3

○ 不可○ 可常時土又は水に直接接する部分の使用

暑中コンクリート

(6.12.2)

13

14

⑮

予想平均気温が表6.3.2に示す予想平均気温未満の場合には標仕第６章第１１節

フライアッシュ(JIS A 6201)Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種

AE剤、AE減水剤又は高性能AE減水剤のⅠ種(JIS A 6204)

防

水

改

修

工

事

～(3.4.4)

AS-T2AS-T1

○ 露出防水密着工法

工法

2

○ Ｓ4 ＡＭ

○

○

種　　　　　　　　 　別

○

防水層

表3.4.1
(3.4.2)

シート防水

改質アスファルト

断熱材（保護防水断熱工法）

材質

厚さ 　　　　mm

断熱材（露出防水断熱工法）

材質

厚さ

○

※

　　　　mm

○

※

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

図示による ○

※ アルミニウム製 L-30×15×2.0  押え金物 ○

○ 乾式保護材

脱気装置

保護層　平場のコンクリート厚さ ○

○

○

　　　　mm

こて仕上げ

床タイル張り等仕上げ

　　　　mm

　　　　mm

※

※

伸縮調整目地

成形緩衝材

成形伸縮目地材

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の指定品 ○

○

絶縁用シート

フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）（保護防水断熱工法）

ポリエチレンフィルム厚0.15（保護防水工法）※

※

○

○ 普通れんが

※屋上排水溝 図示による

立上がり部の保護 ○○ 化粧れんが

曲げ材

300 形○

○ 250 形

○ 350 形

○

○

(3.9.2)

アルミニウム製

(表3.9.1)

10 備 　　　　　　　　　　考

隅角部及び突当たり部等の役物は

本体製所造の仕様による｡1.8

2.0

1.6

○

※ 2.0

○

○

○

○

A-2種（着色）

B-2種（着色）

A-1種（無着色）

B-1種（無着色）

種　 類 板厚(mm) 表 面 処 理

笠木

(3.9.3)

○※ 図示による

３

防

水

改

修

工

事

３

防

水

改

修

工

事

1 施工数量調査

(1.5.2)４

外

壁

改

修

工

事
※ 施工に先立ち、建築仕上診断技術者（BELCA）による外壁劣化状況調査報告書

を監督職員に提出し承諾を得ること。

2 ひび割れ部改修

(4.2.2)

(4.1.4)

○ コンクリート打放し仕上げ

）材　　種 （

表3.6.2

保護層

○

Y-2

2

1

種　　　　　　　　 　別

※工法

工法○

○

防水層

種　　　　　　　　 　別 防水層

表3.6.1
X-1※工法0(3.6.2)

塗膜防水

X-2※工法4

Ｐ

Ｌ

Ｘ

Ｘ

Ｐ

Ｐ

Ｙ

Ｙ

○ 設ける 設けない○

～(3.6.3)

施　　工　　箇　　所

脱気装置(X-1) （材種 ） )㎡1箇所/（設置数量

漏水試験

保証書

※

※

水張り試験を行う

（保証年限は工事目的物引渡しより１０年間以上とする。）

（ ○ 屋内 ○ 屋外 ）5

工事完了後に監督職員の指示する位置へ取り付ける。

材質

設置数量

※

（

真鍮製エッチング仕上 150×100

） 箇所

○

7 施工標識

受注者、防水施工業者、防水材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

シーリング ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類

シーリング改修工法及び施工箇所

○

○

○

シーリングの試験

シーリング充填工法

シーリング再充填工法

ブリッジ工法

コンクリートの打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地

ガラス回りの目地

その他の目地

※

※

※

※

※

○

改修標仕表3.7.1による

幅20㎜以上、深さ10㎜以上

幅5㎜以上、深さ5㎜以上

幅10mm以上、深さ10mm以上

簡易接着性試験

引張接着性試験

（部位

（部位

○

○

)

)

拡幅シーリング再充填工法

目地寸法

(3.7.2)

～(3.7.8)

改　修　工　法　の　種　別

(3.8.2)

とい(雨水)

(3.8.3)

（ １箇所／　　　㎡ ）設置数量

気乾単位容積質量

○

○

※JIS A 9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)又はJIS A 9511

によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板3種b(ｽｷﾝあり)

JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く

規格に適合するもの又はJIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板

2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

○ 設ける

AS-J2

ｼﾙﾊﾞｰ○ｶﾗｰ○

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を品質計画により定めること。※

仕上げ塗料

○発泡ポリエチレンシート絶縁用シート ※

厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及びそれらの片面又は両面に樹脂※

を積層加工した鋼板

固定金具の材質及び寸法形状

脱気装置 設置数量（ )㎡1箇所/）材種（○設ける

目地処理 図示による ○※

入隅部の増張り（Ｓ-Ｆ１、ＳI-Ｆ１、Ｓ-Ｃ１の場合） ○※図示による

防水下地がＰＣｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地及びＡＬＣﾊﾟﾈﾙ下地で種別Ｓ-Ｃ１の場合の処理

○設ける

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した固定金具の間隔、固定方法等

既存笠木等の撤去 ○

○

行う

行わない

（範囲　　○図示　　○　　　　　　　）

下地補修の工法

板材折曲げ形の笠木取付方法

図示※

※ 図示

○

○

調査範囲 ○ ○外壁改修範囲 図示の範囲

調査内容 ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、

漏水の有無及び錆汁の流出の有無を確認する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示

し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく

落部を壁面に表示する。また既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

調査報告書の部数

○○

○ ○２部

図示

コア抜取り検査 ○ 行う ○ 行わない

抜取り個数

抜取り部の補修方法 ○ ○

※ 長さ500mごと及びその端数につき1個

図示

○ Ｕカットシール材充填方法

○ シーリング材

○

充填材料

ポリマーセメントモルタルの充填

１成分形又は２成分形ポリウレタン系※

○ 行う ○行わない

○

可とう性エポキシ樹脂

○

○

○

シール工法

パテ状エポキシ樹脂

可とう性エポキシ樹脂

○

樹脂注入工法

※

○ 樹脂注入方法

工法の種類

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

○

ひび割れ幅（㎜） 注入量（mL/m）注入口間隔（㎜）

○

○

手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

注入工法

○

注入工法

機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※

○

0.2以上1.0未満

○

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

0.5以上1.0未満

○

○

○

○

○

○

○

200～300

50～100

100～200

150～250

130

40

70

130

エポキシ樹脂

コア抜取り検査

○

○

低粘土形

行う

○

○ 行わない

中粘土形

抜取り個数

抜取り部の補修方法 ○ ○

※ 長さ500mごと及びその端数につき1個

図示

○ Ｕカットシール材充填方法

○ シーリング材

○

充填材料

ポリマーセメントモルタルの充填

１成分形又は２成分形ポリウレタン系※

○ 行う ○行わない

○

可とう性エポキシ樹脂

○

○

○

シール工法

パテ状エポキシ樹脂

可とう性エポキシ樹脂

樹脂注入工法

※

○ 樹脂注入方法

工法の種類

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

○

ひび割れ幅（㎜） 注入量（mL/m）注入口間隔（㎜）

○

○

手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

注入工法

○

注入工法

機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

※

○

0.2以上1.0未満

○

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

0.5以上1.0未満

○

○

○

○

○

○

○

200～300

50～100

100～200

150～250

130

40

70

130

エポキシ樹脂 ○ 低粘土形 ○ 中粘土形

○

モルタル塗り仕上げ○

○ ３Ｎ/㎜2

施工箇所
仕上塗料

種類 使用量

３

防

水

改

修

工

事

1 アスファルト防水

(3.3.2)

Ｅ

○

○

○

○

○

○

○

Ｐ

Ｍ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

0

3

4

1

2

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

○

○

DI-1

E-1

※

※

DI-2

E-2

表3.3.9

防水層

防水層

種　　　　　　　　 　別

種　　　　　　　　 　別 施　　工　　箇　　所

工法

工法

工法

工法

工法

露出防水絶縁断熱工法

屋内防水工法

○

○ Ｍ 4 Ｃ ○ C-1 ※ C-2

防水層種　　　　　　　　 　別

工法

露出防水工法

○

○

Ｍ

Ｐ

3

0

Ｄ

Ｄ

○ D-1 ※工法

工法

D-2

○

○ 1 ○ B-1 ※ B-2

防水層種　　　　　　　　 　別 施　　工　　箇　　所

工法

保護防水工法

Ｐ Ｂ

○

○

○Ｐ

1

1

2

Ｉ

Ｉ

Ｉ ○ AI-1 ※ AI-2

工法

工法

工法

Ｐ

Ｔ

Ｂ

Ｂ

Ａ

○Ｐ 2 ○ A-1 ※ A-2工法Ａ

○ BI-1 ※ BI-2

表3.3.3

表3.3.5

表3.3.6

表3.3.4

表3.3.7

表3.3.8
○

○

D-3 ○ D-4

○ C-4

○ A-3

AI-3○

BI-3○

B-3○

～(3.3.5)

C-3

表3.3.10

施工箇所

施工箇所

仕上塗料
種類 使用量

種類 使用量
仕上塗料

●

●

施　　工　　箇　　所

シート防水端部

⑥

④ 施　　工　　箇　　所

●

●

○

笠木、手摺等基礎

AS-T4AS-T3

○

露出防水絶縁工法○

工法

工法

防水層

表3.4.2
○

種　　　　　　　　 　別

○

○

Ｓ

Ｓ

Ａ

Ａ0

3Ｍ

Ｐ

○

○ AS-J1 AS-J3

施工箇所 仕上塗料
種類 使用量

ASI-J1

ASI-T1

露出防水絶縁断熱工法○

工法

工法

工法

○ 3Ｍ ＳＡ Ｉ ○

○Ａ Ｓ ＩＭ 4○

○ Ｐ Ａ0

表3.4.3

防水層種　　　　　　　　 　別

Ｓ Ｉ

施工箇所
仕上塗料

種類 使用量

○

厚さ

材質

断熱材（露出防水絶縁断熱工法）

　　　　mm

※

○

防湿層（露出防水絶縁断熱工法）

脱気装置（絶縁工法）

ｼﾙﾊﾞｰ○仕上げ塗料 ｶﾗｰ○

設置数量（ )㎡1箇所/）材種（

JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除く

規格に適合するもの又はJIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板

2種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

※設ける

○設ける ○設けない

種　　　　　　　　 　別 防水層

Ｉ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

4

0

4

0

Ｓ

Ｐ

Ｓ

Ｐ

○

○

○

○

(3.5.2)

ﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

合成高分子系ﾙｰ

工法

工法

工法

工法

Ｉ

○

○

○

○ ○

PC部材入隅増張 （ ※有り　○無し ）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

4

3

3

Ｍ

Ｓ

Ｓ

○

○

○

工法

工法

工法

Ｉ

○

○

○

○

○

PC部材入隅増張 （ ※有り　○無し ）

S(I)-F1

S(I)-F2 S(I)-M1

S(I)-M2 S(I)-M3

S(I)-F1

S(I)-F2

S(I)-M1 S(I)-M2

S(I)-M3

～(3.5.4)

種類

表3.5.3

ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ　　　　mm

③

断熱材（断熱工法）

材質

厚さ 　　　　mm

○

○

透湿係数を除く規格に適合するもの

種１号又は２号で透湿係数を除く規格に適合するもの

種ｂ又は３種ｂ

ｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの

の規格に適合するもの又はJIS A 9511(発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA種ﾎﾟﾘ

JIS A 9521(建築用断熱材)によるﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度及び熱伝導率

JIS A 9511(発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保

JIS A 9511(発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板２

JIS A 9521(建築用断熱材)による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材の１種ｂ，２

JIS A 9521(建築用断熱材)による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材２種１号又は２号で

温板

○

○

○

○

○

平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　　　○　　　　　　mm

SC-1○

S-M2

Ｓ4Ｍ○ 工法Ｉ

● 機械的工法 ●

表3.5.1

表3.5.1

施工箇所

屋　上 1.5㎜

●

⑨

鋼管製といの防露巻

既存といの撤去及び養生 （ ）

○

○

○

）

）

たてどい受金物（

○

※ 掃除口を設ける（開放性のある自転車置き場のといを除く）

養生鉄管を設ける（径　　　　厚さ　　　　長さ　　　　）

（※　　　 　　○表3.8.5

仕上塗料
使用量

表3.5.2

ルーフドレン　北棟20箇所、サービス棟7箇所


